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駐車場に入ろうと・・・左折した大型トラックにはねられ

大型トラックの下敷きになり・・・自転車の男性が死亡

◇左折時は、左後方からの・・・自転車・歩行者に注意しましょう◇

２０１６年５月１１日（水）１４時１７分

１１日午前６時半ごろ、神奈川県の県道で、駐車場に入ろうと左折していた大型トラックが、自転車に乗っ

ていた６１歳の会社員の男性をはねました。男性は大型トラックの下敷きになり病院に運ばれましたが、胸な

どを強く打っていておよそ３時間後に死亡が確認されました。警察はトラックを運転していた会社員の男性

容疑者を過失運転傷害の疑いで現行犯逮捕しています。

事故を起こしてから、後悔してどうする？

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”事故に注意しましょう

守ろう 子供と高齢者

午前4時 トラックが、横断歩道の無い場所で・・・89歳女性をはね死亡させる

◇デイ・ライトで防ごう・・・自分の命、他人の命◇

◇夜間は、遠目ライトで、早期発見 事故防止◇

２０１６．５．１１ １４：４７

１１日午前４時５分ごろ、岡山県で運転手男性（３４）のトラックが、近くに住む女性（８９）をはねた

。女性は搬送先の病院で死亡が確認された。警察によると、付近に横断歩道はない。家族は女性が認知症だ

ったと話しているといい、同署が事故との関連や詳しい状況を調べている。

「カーナビ操作に気を取られ･･･、前方の注視を怠った」

３人死亡事故の少年に・・・禁錮４～５年求刑

２０１６．５．１１ １３：０２

愛媛県の国道で昨年１１月、乗用車の事故で同乗の男女３人を死亡させたとして、自動車運転処罰法違反

（過失致死）の罪に問われた少年塗装工（１９）の論告求刑公判が１１日、高松地裁であり、検察側は禁錮

４年以上５年以下の不定期刑を求刑し結審した。判決は６月２０日。検察側は論告で「カーナビの操作に気

を取られ、前方注視を怠った」と指摘。少年は、夜、乗用車を運転中に対向車線へはみ出してガードレール

や対向の大型トラックに衝突。同乗していた友人３人＝いずれも当時（１６）＝を死亡させたとしている。

はみ出し 電柱にトラックが衝突 5時間通行止めに

◇止まっているものに衝突 それでもプロドライバー◇

２０１６．０５．１１ １４：３０

１１日午前５時ごろ、高知県で、男性（４０）が運転するトラックが道路脇の電柱に衝突。折れた電柱や

電線が道路をふさいだため、約５キロにわたり５時間通行止めになり、付近では最大１２２世帯が停電とな

った。運転手の男性は軽傷。トラックは対向車線にはみ出し道路右側の電柱に衝突したという。

トラック運転手を・・・ひき逃げ、死体遺棄で逮捕

はねて死亡させたあと、遺体を道路脇の斜面に遺棄して逃げた

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６年５月１１日（水）２２時２５分

１０日、徳島県の国道沿いで、女性の遺体が見つかった事件で、１１日、トラック運転手の男が、ひき逃

げと死体遺棄などの疑いで逮捕された。逮捕されたのは、トラック運転手の男性容疑者（５５）。警察によ

ると容疑者は、１０日未明、徳島県の国道で、歩いていた８０歳の女性をダンプではねて死亡させたあと、

遺体を道路脇の斜面に遺棄して逃げたとして、ひき逃げと死体遺棄などの疑いが持たれている。調べに対し

容疑者は、ひき逃げをして遺体を遺棄したことを認めていて、「怖くなって逃げた」という趣旨の供述をし

ているという。

交差点 タンクローリーと乗用車衝突、乗用車は大破 女性2人重体

◇商業施設の多い交差点・・・にはとくに注意しましょう◇

２０１６年５月１１日（水）１８時３９分

１１日午前１０時２０分ごろ、石川県の県道で、タンクローリーが交差点の右から来た乗用車と衝突しました。

この事故で乗用車は大破し、乗っていた７９歳と６０歳の女性２人が意識不明の重体です。また、乗用車を運転

していた５９歳の女性も病院で手当てを受けているということです。現場は信号のある交差点で、乗用車は交

差点付近の商業施設に入ろうとしていました。


